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The　course　of　Study　was　reViBed　in　March　2008　for　the丘r8t　time　in　a　decade．　h1　this　paper，　we　wi皿＆8t曲cu88　the

change8　made　to　the　previou8　c。urse。f　8tudy．　Thereafter，　we　will　di8cu88　theロew　c。urse。f　Study　and　the　rea8。ロ8

forreVising　it　by　referring　tO　the　pr。ce88　ad・pted　for　making　this　reVisi。nand　the　8。cial　background　beh血d　thi8

i皿itiative．　We’Will　clarify　the　a皿and　features　of　teacl血き　arithmetic　in　an　ele皿entary　schoo1　by　compa血ig　the　new

course　of　study　with　the　present　course．

はじめに

　平成20年3月，10年ぶりに学習指導要領は改訂された。本稿では，はじめにこれまでの学習指導要領の変

遷について述ぺる。次に，今回告示された新学習指導要領にっいて，何故変わったのか，変えなければなら

なかったのかについて，今回の改訂に至る経緯とその社会的背景について述べることで明らかにする。そし

て，新学習指導要領と現行の指導要領との比較をしながら考察することで，新しい小学校教科「算数」につ

いて，その目標，指導内容の特徴について明らかにする。

1学習指導要領の変遷

　我が国の算数・辮科の教育課程について考察するには，少なくとも，昭和10年代の小学校の「小学算術」

（緑表紙教科書）　　，「カズノホン・初等科算数」（水色表紙教科書），中学校の「数学第一類・第二類」，高

等女学校の「数学」などは重要な資料ではあるが，ここでは戦後の我が国の教育課程ということで，戦後の

学習指導要領を基に考えることにする。

　学習指導要領は戦後から今日に至るまで幾度かの改訂を重ねてきた。そうした歴史を踏まえ現在のものと

なっている。そこで，今回新しく改訂された学習指導要領（以後新指導要領と記す）をより深く理解し，また，

新指導要領を基にした今後の算数・数学科における教育課程の編成とそれを基にした学習指導等を考えるに

は，これまでの我が国の学習指導要領の歴史的変遷について一瞥しておく必要がある。

　戦後の我が国の算数・数学科の教育課程の目標・内容等の基準は，連合国GHQによるThe　course　of　study（学

習指導要領と翻訳）によって示されることとなった。昭和22年初めての学習指導要領が発表され，現在まで
　　　　　　　　ホば2
に，小学校は8回　　　（中学校は8回，高等学校は9回）学習指導要領が出されている。学習指導要領の発行

時期で分けると，以下の8期に分けられる。［］内は，実施年度。

　（1）終戦直後の時代　　［1期：昭和22年～23年］

　戦後の昭和22年3月20日「学習指導要領一般編（試案）」が発表され，その目標（目的）が次のように
示された。しかし，翌年修正されることとなる。

小学校における算数科，中学校における数学科の目的は，日常の色々な現象に即して，数・量・の観念を

明らかにし，現象を考察処理する能力と，科学的な生活態度を養うことである．

さらに，続けて「この目的を具体的に考えてみると，次のようなことがあげられる。」として，20の項目が
示されている。

　（2）戦後直後の修正　　［II期：昭和24年～26年］

　翌年昭和23年9月発行「算数・数学科指導内容一覧表」と修正されたものが示され，1注　；れが我が国におけ

る最初の算数・数学教育のガイドラインとなっている。以下にその冒頭部分を示す。

1．現在の学習指導要領に示された指導内容は，程度が高く，新しい教育の方針に則った指導をするには
困難であるとされている．文部省にある教材等調査委員会算数・数学分科会でも，この声について研究
調査して，一応の成案を得た．これをもとにして，現行の￥習指導要領を大幅に修正し，昭和24年度か
ら使用される学習指導要領を作ることになっている．その学習指導要領の一部である教材の学年配当を
あらかじめ発表し，今年の指導の便宜に資することにした．
なお，各学年の指導に当っては，’第穴寧から第十四章までを参考にされたい．
2．小学校でも中学校でも，経験の欄が設けてある．これは教材の内容やそれを取り扱う程度の基準を示
すためのものである．これを参筈にして，教材を取り扱ってもらいたい．
．　　　　　　　　　　　こ　　　　　一　　　　、　　　　　　　　　　一　　　　　　一
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学習指導のあり方，指導の要領が丁寧に記述されている。この300頁を越える学習指導要領（試案）の算数

科の内容には，一般目標，各学年の指導内容，学習指導法，評価法等について詳しい解説を載せ，日本再生

への願いを込めている。学習指導要領（試案）という名称で実施されていた学習指導要領で，「手引き」と

いう位置づけであり，実際の運用に関しては各学校での裁量権が大きかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傘江4
　また，算数・数学の指導法についての具体的な事柄にっいては以下のように述べられている。

i①学習段階に応じて．教材を選択すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

：　子供は最も簡単かつ具体的な経験をもとにして生活している．しかし，子供は自分の自然な成長に促1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1がされて，いつまでも同じような生活にとどまっていられない．教育は，この子供の欲求してくる機会1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

：をとらえて．熟練した人が行うような抽象的な思考過程に至らせるものであるといえる．したがって．1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1学習は教育者がなかだちになって，生徒が自分の力で切り開いていく個人の進歩であると考えられる．　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l（一）教師は教材としての素材を，子供の生活環境から採るように心掛けねばならない．しかし，生活　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1環境といっても，子供の直接に経験することだけに限定せず．社会人として当然関心を持っているも　：
iのや関心を持たねばならないものをも含めて考えてよい．このようにして始めて．より広くより深く　i

l環境に対して，数理を用いるようになるのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1（二）抽象的な過程に至るといっても，一挙に最後の段階に達し得るものではなく，そこには種々の段階1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l　がある．しかもこの段階は，＜りかえし練習しなくても，一つの段階から次の段階に移り得るように，1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　きわめて自然的な発展過程として，＜みたてられなくてはならない．　　　’　　　　　　　　　　1
　この学習指導要領の特色は，GHQの基での戦後教育改革の一環として位置づけられたもので，戦時下の

教育思潮を払拭することから始められた。その基となった教育理念・思想はデューイの教育思想であった。

即ち児童中心主義，経験主義によるもので，こどもの経験や生活を教育課程編成の根本原理とするもので，

そういった児童生徒の生活経験を題材にし，自らのカで個々の生活の中から課題を見出そうとするものであ

った。そのため，こどもの経験＝個人のバラバラな経験を課題化するカリキュラムのもとでは，児童生徒が

問題意識を共有するのは難しく，授業実践・展開はかなり困難なことであった。取り分け，学問の世界を上

部に持つ数学や理科などの教科では，教えるべき，教わるべき価値・内容は等しく児童生徒に示されるべき

で，そのためにはある程度問題意職が共有されることが前提となる。更に，こういったカリキュラムのもと

では学習内容の系統化が困難であり，こうした「経験カリキュラム」による教育実践が，結果として学力低下

を招くのではないかという懸念，批判があった。なお，小学校において，戦前からの修身，地理，歴史が廃

止され，社会科が新設され，家庭科が男女共修となり，自由研究が新設されたのもこの時期であった。

（3）社会的有用性を重視した単元学習の時代　　［皿期：昭和27年～35年］

昭和26年12月発行「小学校学習指導要領算数科編（試案）」の目標を以下に示す。

小学校学習指導要領算数科編（試案）昭和26年（1951）改訂版文部省
ll．　算数科の一般目標
　算数科の一般自標として，どんなものをあげることができるか．
1．算数は，われわれの生活に，どのように役だつか．
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　t＿

　この教育課程は，生活経験のなかから算数・数学の学習を展開．sるというスタイルで，「生活単元学習」と

言われ，以下にその「学習指導計画についての考え方」を示す。

i学校で．数学をひととおり習い，また家計簿のつけ方も習った主婦でありながら．自分の家の家計簿をi

lつけることをひどくきらったり，電気やガスのメーターを読んで使用計画をたてることを忘れたりして，1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

：月末になってあわてる人が案外に多い．このように，算数に関する知識は相当にもっていながら，これを1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l自分の当面している問題の解決に適用して，自分の生活を向上させようと考える人は案外に少ない．　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

lこれは，今までの算数についての指導が，計算のための指導や，教科書にある問題を解くための指導に1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1とどまっていたためではあるまいか．算数の社会的なはたらきを指導して，これを生活改善に使おうとすl
iる意欲を，態度にまで高めようとして指導されなかったためではないかと考えられる．算数の社会的なはi

iたらきをじゅうぶんに考え，こどもがものごとを数量的にとらえ．数量的に判断し．数量的に実践する態i

l度を育成するように，指導計画を改善していきたいものである．　　　　　　　　　　　　　　　　1
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■注6　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

1教育は，あくまで生徒中心のものでなければならないということは，ルッソオ以来の教育の先覚者たち1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1が常に主張してきたことである．これは，生徒を個人として尊重し，その個人の最大限の発達を教師の最1
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1大の関心事とするという意味で，現在の教育においても，最も重要視しなければならない考え方である．　l
iしからば，数学科において生徒φ心の教育をするということは，実際にどのようにすることをいうのでi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tiあろうか．一言にしていえば，これは，数学科の指導は「数学を」教えるのではなく．数学で「生徒を」l
i教育していくことであるといえよう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i「生徒中心」というとき，これを「自由放任」の教育と同一視することは．大きな誤りである．生徒が数i

l学を勉強したいといったときに，生徒に数学を教え，生徒が野球をしたいといえば，野球をさせるなど，i
，

1生徒に好きなように活動をさせ，教師はただこれを見守っているということは，教育ではない．過去の数i
，

1学教育は，生徒に計算その他の技能についての知識や行為の型だけを教えこむことを主目標として，そのi
iため，ややもすると，数学を積極的に用いて新しいものを創造していく意欲と能力に乏しい受動的な人間i

iを育ててきた．この原因を正しく考察せずに，生徒中心ということがいい出されたために，上のような誤1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

：蟹が一＄＿L乏迄のである．㌧，．一一＿＿＿＿一＿一＿一．＿＿＿．＿＿＿．．＿＿＿＿一＿＿一一＿＿一＿一＿∫
　このように生活単元学習は，自らの力で生活上の課題の解決を通じて総合的な生活力を身につけ，将来社

会人として自立するにあたっての必要な態度や知識・技能を養うと共に身近な社会や自然とのかかわりにつ

いて関心を深め主体的に生活するための基礎的能力と態度を育てることをねらいとしていた。　しかし，こ

どもの様々な自発的な経験を通じて，自立的な生活に必要な事柄を身につけるこのカリキュラムのもとでは
先の「経験カリキュラム」同様，学習内容の系統化が困難であり，結果として，学力低下を招いているとの批

判を受け，多くの学校では，教科カリキュラムの形態に戻る傾向が顕著であった。なお，先の自由研究は廃

止され，教科以外の活動（小学校），特別教育活動（中学校）と改められた。

　（4）数学的な系統性を重視した系統学習の時代　　［rv期：昭和36年～45年］

　　昭和33年10月に告示された「小学校学習指導要領」で，この時期はじめて「告示」　という表現を用
いて示され，公立学校に対して強制力としての「法的拘束力」がある学　習指導要領が施行された。

　以下にその目標を示す。

小学校　学習指導要領　昭和33年改訂　文部省調査局編集「文部時報別冊」

第3節算数第1　目　標
1　数量や図形に関する基礎的な概念や原理を理解させ，より進んだ数学的な考え方や処理のしかたを生
　み出すことができるようにする．
2　数量や図形に関する基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り目的に応じ，それらが的確かつ
　能率的に用いられるようにする．
3　数学的な用語や記号を用いることの意義について理解させ，具体的なことがらや関係を．用語や記号
　を用いて，簡潔・明確に表わしたり考えたりすることができるようにする．
4　数量的なことがらや関係について，適切な見通しを立てたり筋道を立てて考えたりする能力を伸ばし，
　ものごとをいっそう自主的，合理的に処理することができるようにする．
5　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　’L　　　　　　　　　　　・
　上記の目標に続けて，「こういった算数の目標¢～あとに各学年の目標を掲げるにあたっては，次の諸点を考

　　　　として，次のように記述されている。　〆慮した」
1－’ ﾓ蓼雄でば葱iや薗万E蘭董る万逐念あ蓮爾三冠じそ垂逐どなる工ろ五繧顧否亘莞’ぞあ後あ享曾ピ1

i必要な基礎を作るようにすることを主要なねらいとした．中学年では，数量や図形についての基礎的な概l
l念や原理を漸次明らかにし，数学的な考え方や処理のしかたをしだいに確立していくことを主要なねらいi
iとした．また．高学年では．中学校への発展も考え，小学校において学習した口容について一応のまとまl
lりをつけるとともに，それらを実際の場において的確に用いることができるよっにすることを主要なねらl
lいとした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l算数料においては，上記のことがらを考慮し．児量の学年的な発違に応じて，その内容を系統的に身に1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1つけさせるようにすることが必要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
t　　　　　　　　　・　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
，

…三亨工石三：’三の享習稽違褻領ぞほ∵菜畜豆ぢだ芳がギニヲ云を掬甫ヂる芳商添’どぢ充だ；’ぞ硲蒋琶ほ三

れまでの経験主義や単元学習に頼りすぎる傾向の批判をうけ，教科内容の系統性を重視し，科学技術教育の

課撃額零欝㌫認鷲。ξ㌫璽歴雛㍑鷲ら㌶こ㌘織
程改造を指向した。彼が提案した教育課程は「学問中心カリキュラム」と呼ばれ，1960年代，どの教科

も，その学問的，知的性格をそのまま保って，発達のどの段階のこどもにも効果的に教えることが可能であ

るという立場かち，学問を中心とした教育課程編成が試みられた。すなわち，学問的系統・論理にしたがい
編成された授業を通じて，こどもは教育内容を修得できるという教育課程の採用であった。しかも，修得し

た内容を前提に，こどもが次の学習段階に誘い込まれるような学習構造をこのカリキュラムは指向していた。

小学校6年間の総授業時数は5821コマで，国・算・理・社の合計授業時数は3941コマ。
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（5）現代数学に着目した数学教育現代化の時代，［V期：昭和46年～54年］

昭和43年7月に告示された「小学校学習指導要領」で以下に示す4つの目標から成り立っている。

小学校学習指導要領・昭和43年7月文部省　　第3節算数第1目標
　日常の事象を数理的にとらえ，筋道を立てて考え，統合的，発展的に考察し，処理する能力と態度を育
てる．　このため，
1　数量や図形に関する基礎的な概念や原理を理解させ，より進んだ数学的な考え方や処理のしかたを生
　み出すことができるようにする．
2　数量や図形に関する基礎的な知識の習得と基礎的な技能の習熟を図り，それらが的確かつ能率よく用
　いられるようにする．
3　数学的な用語や記号を用いることの意義について理解させ，それらを用いて，簡潔，明確に表わした
　り考えたりすることができるようにする．
4　事象の考察に際して，数量的な観点から，適切な見通しをもち，筋道を立てて考えるとともに，目的
　こ　　　　　　　　　、　　　　　　一　　　　　　　一こ

　このカリキュラムは子　　谷が　　で，　記の目　にtけて　　　画の　　と　子　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨わたる内容の取扱として，以下のように詳細に記述されている。

il　A．　B，　C，　Dの四つの領域は，内容にっいて系統的，発展的な考察ができることをねらいとして設i
lけたものであって，必ずしも各領域の内容を別個に指導することを意味しているものではない．したがl
lって，各領城の関連をよく考えて指導計画を立てるとともに，各領域で指導したことが日常の事象に関l
iする問題を考察し処理する際に，総8的に活用されるような機会を設けるように配慮することが必要でi
；ある．その際，児量の身近な生活に関する事がらのみならず，児童の心理的，社会的な発達に即して，l
i自然，社会．ないしは文化に関して．広く素材を選びその適用が偏しないように配慮するものとする．i
：また，いたずらにはんさな問題を数多く取り上げ，児童に無理な負担のかかることのないようにするとl
lともに，特定の類型や手法にとらわれず一般的な考え方が育成されるように指導の方法をくふうするこl
lとが必要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

12　Dの数量関係については，関数，式表示および統計の三つの観点からその内容をあげているが，これ1
：らは他の領域にある内容を考察したり表現したりする際に多く用いられるものであるので，必要によっ1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1ては．それらと一体として行なうよう指導計画を立てることが必要である．また，形式的な指導をさけ．l
lそのねらいが児童の発達に即して，無理なく達成されるようにすることについても配慮するものとする．；
i3　集合．関凱確率などの概念の指導については，これらの観点に立った見方．考え方が児童のなかにi
l漸次育成されるようにするとともに，教師がこれらの観点に立った指導をすることによって，各内容のl
lもつ意味がより的確に児童にはあくされるようにすることを主要なねらいとしている．これらの概念にl
iついては．関連のある各内容の指導と一体となった指導が行なわれるよう特に配慮することが必要であi
lる．なお．これらの概念の育成に直接関係するとみられる内容について．それを指導する学年を一応指l
l示しているものもあるが，これらの概念は，特定の学年の指導のみで育成される性格のものではないのl
iで，その指導が，児童の発達に即応して継続的，発展的に行なわれるよう配慮することが必要である．　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，14　計算や測定などの基本的な技能については，その習熟を図るために，その練習の機会が適宜与えられl
iるように計画的に指導することが必要である．また．第2の内容に掲げた個々の内容は，主として指導i
lすべき学年を示したものであるので．次の学年以降においても，それらの丙容を児璽の実態を考慮し，l
l必要に応じて，継続して指導するよう指導計画を立てることが必要である．　　　　　　　　　　　　：
i　なお．計算の技能に関して，そろばんまたは簡単な計算器などによる乗法除法の指導を，必要によi
lっては．第4学年以降において行なうことはさしつかえないが，この場8には，他の内容の指導に支障l
l－－n1起こらないよ豆それに充てる」受業府数i割こつ1いて配慮互」己丘のと1る＿一＿一一．一．．一．一．．一．＿．＿．＿一＿－1

　いわゆるt”g代化カリキュラム’”といわれる学習内容が豊富で濃密な学習指導要領であった。このカリキュ

ラムの基本的考え方・発想は，教育とは，こどもの発達に追随するものではなく，発達を先導し促すものと

いう考え方に則っている。一言でいえば，教育心理学，発達心理学の軽視である。即ち，予め準備されたカ

リキュラムに乗せれば，』こどもは学問の構造をつぎつぎと修得できるとされ，その結果として，更に個々の

こどもは探究心と思考力が鍛えられるとする。問題を解決しようとする児童生徒の意欲，姿勢が自動的に編

成されて，さらに学習上の発見を導くという考え方であつた。こうしたブルーナーの理論に裏付けられた，

いわゆる「教育課程の現代化」がすすめられ，算数・数学においては，集合，関数，確率などの現代数学の

基本概念を新規に導入することで，科学技術を支える高度な理論・知識を導入しようとした学習指導要領で

あった。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　，

　また，このような「現代化」を推し進めた当時の社会的背景として，1957年にソ連が人工衛星スプートニ

ク1号打ち上げに成功したことにより，アメリカの各界に「スプートニク・ショック」と呼ばれる衝撃が走

ったことがある。アメリカ政府は，ソ連に対抗する国策としてまずは学校教育を充実し，科学技術の発展を
図ることで対応しようとした。こういった動きに呼応するかたちで「教育内容の現代化運動」と呼ばれる，

小・中学校段階から，かなり高度な教育を行なおうとする運動が起こった。この運動が日本にも波及し，濃

密なカリキュラムが組まれたが，結果としては授業が速すぎるため「新幹線授業」などと批判された。また

当時は，公立学校も私立学校もあまり違いがない学習内容だった。
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小学校6年間の総授業時数は5821コマで，国・算・理・社の合計授業時数は3941コマ。

　（6）現代化の内容を削除した基礎・基本の時代　　［W期：昭和55年～平成3年］

昭和52年7月に告示され現代化の問題点を見据えた「小学校学習指導要領」であり，次の目標が掲げられ
た。

昭和52年7月文部省小学校学習指導要領第3節算数第1目　標
　数量や図形について基礎的な知固と技能を身につけ，日常の事象を数理的にとらえ，筋道を立てて考え．

ぷ匂

　　　　　　　　●

i1　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする．　　　　　　　　　　　　　　　　l

i（1）各学年の内容は，次の学年以降においても，それらの内容を必要に応じて継続して指導すること．i

i（2）㌶麗などの基本雌能についてla’その謙図るために練醐会を設けて計画的1「

i（3）；：藩曇欝翻i鰹；z一三；㌶cご灘；碧曇i

i2　各学年の内容に示す［用語・記号］は．その学年で取り扱う内容の程度や範囲を明確！Cするために示しi

i禦ξ㌫ξ溜野び記号の｝旨導に当たってla’各学年の内容と醐こ艦せて取り扱うi

i3支覧霊叉鱗鑑㌫謬霊：竃蕊鵜麗㍊蕊鶉ぱる餐蒜蓑しi

tt’艪ﾆリカリキュラム川といわれる，教科の学習内容が少し削減された学習指導要領でIE　t。

目標に続く指導計画の作成と各学年の内容の取扱について次のように示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　この学習指導要領は，先の現代化カリキュラムは過密であり，実状として学校現場の準備不足や教師の力

量不足もあって，結果として「落ちこぼれ」といわれた大量についていけない生徒を生んでしまった。この

ような実態についての反省から，昭和51年に学習内容を削減する提言が中央教育審議会でなされ，それに基

づいて授業内容を削減したものである。一方で，実態・現象として私立学校はあまり削減を行なわなかった

ので，公立学校との差が付き始めたこともあった。また，学習内容が全て削減されたわけではなく，一方で

漢字数などはむしろ増えているため，結果としては意図したほどゆとりを生まなかったという批判もあった。

算数について特徴的な事柄として，「そろばんや電卓等を第5学年以降において適宜用いさせる」ことが明

記ざれた。小学校6年間の総授業時数は5785コマで，中学校3年間の総授業時数は3150コマ。

（7）個性化・情報化・国際化の時代，児童・生徒の個々に対応　　［W期：平成4年～13年］

平成元年3月に告示された「小学校学習指導要領」で，当時の社会の変化としてのIT，
ICTなどの情報化とそれに伴う国際化への対応と，個を生かすことが求められた。以下に目標を示す。

平成元年3月小学校学習指導要領　第3節　算　数　第1目　標文部省
　数量や図形についての基礎的な知職と技能を身に付け，日常の事象について見通しをもち筋道を立てて
　　　　　　　　　　　　こ　　　　ltXX　　　　　　t　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　．
　目標に　数理　な処理のよさ」という文言が登場し，　生活に生かす」という観点が導入された9Eハ、

　「内容の取扱いについては，次の事項に配慮する必要がある」として，それが以下に示された。

i2　第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮する必要がある．　　　　　　　　　　　i
i（1）　児童が自ら考える場を適宜設け，児童の発達段階や学習の達成状況に応じた貝体的な操作や思考i

l　実験などの活動ができるようにし，論理的な思考力や直観力を漸次育成するようにすること．　　　：
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

1（2）第2の各学年の内容に示す（用語・記号）は，当該学年で取り上げる丙容の程度や範囲を明確に1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　するために示したものであり，その指導に当たっては，各学年の内容と密接に関連させて取り上げ1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　るようにし，それらを用いて表したり考えたりすることのよさが分かるようにすること．　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，i（3）　低学年においては，日常の生活における様々な経験との関連を十分図るとともに．具体物やそのl

l　操作から数量や図形を抽象する過程を重視し，数量や図形に関心や親しみをもたせるようにするこi

i　と．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l（4）　「B量と測定」の単位の指導については，豊かな量感をもち，およその大きさをとらえたり．単1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　位を適切に選んで処理したりすることができるようにするとともに，形式的な単位の換算に偏るこ1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

：　とのないようにすること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l（5）　「A数と計算」’の小数及び分数の計算の指導については，複雑な計算を避け．計算の意味やそのl
i　仕方についての理解を確実にするようにすること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i

i（6）統計的に考察したり表現したりする際に大きな数を多く取り扱う場面や小数の乗法及び除法で計i
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1　算法則が成り立つかどうかを確かめる場面などで，計算の負担を軽減し指導の効果を高めるため，1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　そろばんや電卓等を第5学年以降において適宜用いさせるようにすること．その際，概算などによ1
ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1　って，計算の結果の見積りをしたり，計算の確かめをしたりする場面を適切に設けることにも留意1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

：一＿旦．灸⊆ζご．＿＿．．一＿＿＿＿一＿＿．．＿＿＿＿．．＿＿一一．＿．＿＿＿＿一．一＿＿＿，一＿1

　「新学力観」が登場した時期でもあった。即ち評価の観点として，これまでの結果としての学力だけでは

なく，こどもたちの学習に対する「関心」「意欲」「態度」についても評価の観点として取り入れるぺきとい

う新たな学力に対する考え方で，こども一人ひとりの「個性を生かす教育」を目指して策定された。また教

科の学習内容をさらに削減した学習指導要領ともなった。

　この時期，小学校の1・2年では理科・社会（教科）社会科を廃止し生活（教科）生活科が導入された。小学

校6年間の総授業時数は5785コマで，。中学校3年間の総授業時数は3150コマ。

　（8）生きる力の時代　　［V皿期：平成14年～平成23年3’月］

　平成10年12月に告示された現行の学習指導要領で，小学校・中学校については，その後平成15年12月
には総合的な学習などに関して一部改正が行われ現行の指導要領となった。教育方法・指導法として算数的

・数学的活動が導入され，楽しみが強調されたが，一

方で内容が大幅に削除された。

平成10年12月　文部省告示　小学校　学習指導要領　第3節　算　数　第1目　標
　数量や図形についての算数的活動を通して，基礎的な知識と技能を身に付け，日常の事象について見通

しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに，

で生活に生かそうとする態度を育てる．

活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進ん

算数の目標に続けて「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」として，以下に示されている。
1－一一一一一゜°°°一一゜一一一一一一゜一一⇔°一一゜一一一一一一一゜°一一゜一゜一一一一一一d　“’°°°°一一゜°°°°°一゜一゜一゜一一一一一一一゜°°°°一■　一一一一一一一t“一一i－一一゜°一゜ e窪一凸1

il

i（1）

i（2）
i　　を図りつつ．作業的・体験的な活動など算数的活動を積極的に取り入れるようにすること．

i（3）

…
…
…
：

i2

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

指導計画の作成に当たっては．次の事項に配慮するものとする．　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　第2の各学年の内容は，次の学年以降においても必要に応じて継続して指導すること．　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　論理的な思考力や直観力，問題解決の能力を育成するため，実生活における様々な事象との関連1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　第2の各学年の内容の「A数と8†算」，「B　fiと測定」，「C図形」及び「D数量関係」の間の指導i

ロの　　の－－

　戦後8度目の改訂といわれる，現行の学習指導要領である。「ゆとりの中で生きる力をはぐくむ」という基

本方針のもと，自ら学び自ら考える力の育成，教育内容の精選でなく厳選と基礎・基本の確実な定着，特色

ある教育・学校づくりを目指して改訂された。

　なおこの時期，学校完全週5日制が実施された。小学校中学年から高等学校において「総合的な学習の時

間」が，高等学校において教科「情報」が新たに創設された。その一方で，教科の学習内容が大幅に削減さ

　　の関連を図ること．その際，幾つかの内容を総合させる算数的活動を積極的に取り入れるようにすi

　　ること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t（4）計算や測定などの基礎的な技能については，その習熟や維持を図るため適宜練習の機会を股けて1
　　計画的に指導すること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする．　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（1）数量や図形についての豊かな感覚を育てるとともに，およその大きさや形をとらえ，それらに基1
　　ついて適切な判断をしたり，能率的な処理の仕方を考え出したりすることができるようにすること．i

（2）各学年の「A数と計算」の指導に当たっては，計算の仕方を考えたり，計算の確かめをしたりす1
　　るときに，計算の結果の見積りを生かすようにすること．　　．　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（3）各学年の「B量と測定jの指導に当たっては，形式的な単位の換算は取り扱わないようにするこ1
　　と．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）各学年の内容に示す（用語・記号）は，当該学年で取り上げる内容の程度や範囲を明確にするた1
　　めに示したものであり，その指導に当たっては，各学年の内容と密接に関連させて取り上げるようi

　　にし．それらを用いて表したり考えたりすることのよさが分かるようにすること．　　　　　　　i

（5）問題解決の過程において，桁数の大きい数の計算を扱ったり，複雑な計算をしたりする場面などi

　　で，そろばんや電卓などを第4学年以降において適宜用いるようにすること．その際，計算の結剰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　の見積りをしたり．計算の確かめをしたりする場面を適切に股けるようにすること．また．低学年1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　の「A数と計算」の指導に当たっては，そろばんや具体物などの教具を適宜用いて．数と計算にっ1
　　いての意味の理解を深めるよう留意すること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

（6）　コンピュータなどを有効に活用し，数量や図形についての感覚を豊かにしたり，表やグラフを用i

　上）て表現亙る‡1を高めた」0旦るよう留垣互るζと三＿＿．＿＿．．＿＿＿＿一．＿＿，．一＿＿＿1
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れた。学習内容の削減にっいては「円周率が「3」と教えられる？」や「学習内容が3割減らされる」など「学

力低下」を危惧する，いわゆる「2002年問題」についての論争が起こった。「ゆとり」が実態として「ゆるみ」

になっているのではという危機感とともに，中・高一貫，週6日制の私立学校との格差は一層広がったため

首都圏などでは中学受験熱に拍車が掛かった。こうした世論の高まりを配慮してか，文部科学省は，学習指
導要領は最低水準との見解を示した。

小学校6年間の総授業時数は5367コマで，国・算・理・社・生活の合計授業時数は3148コマ。中学校3年間
の総授業時数は2940コマ。

2今回の改訂の経緯とその背景　どうして変わったのか

　先に述べたような経緯を経て，現指導要領は位置づけられていたが，今回10年ぶりに学習指導要領が改訂

され平成20年3月に新しい学習指導要領が公示された。また，今回の指導要領は平成18年12月に約60年

ぶりに改正された教育基本法等を踏まえ，伝統，文化の尊重，道徳教育の充実，強化など多岐にわたる内容

が盛り込まれた。そこで，まず今回の改訂についてそれに至る経緯と，どうして変わったのかという背景に

ついて教科「算数」・「数学」に的を絞って考察し明らかにしたい。

　今回の改訂については，平成13年度及び平成15年度に小中学校教育課程実施状況調査が実施され，その

結果が出てきた頃から検討されたと考えられる。また，同年に二っの国際調査すなわち，OECDのPISA調査
ホを13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊な14

　　及び，国際教育到達度評価学会（IEA）のTIMSS調査　　が実施され，その結果についても，これが改訂

に大きく影響している。

　一方，平成16年5月，文部科学大臣からの「今後の初等中等教育改革の推進方策について」の諮問を受け，

文部科学省・中央教育審議会は，同月に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「算数・数学専門部

会」を設置することとなった。そしてその後，同算数・数学専門部会は，平成17年9月までに7回の審議を

経て「算数・数学専門部会におけるこれまでの主な意見（論点ごとに整理）」をまとめた。

　また平成16年12月に先に実施された二っの国際調査結果が発表された。特に注目されたのはPISA調査の
　　　　　　　＊E　Is
結果であった。　　　この調査は，読解力，数学的リテラシー，科学的リテラシーを主要3分野について調査

するものであり，2003年調査では数学的リテラシーを中心分野とし，読解力，科学的リテラシーをも含む主

要3分野に加え，問題解決能力にっいても調査された。そしてその結果が特に衝撃的であったのは，読解力

に関する調査結果が前回2000年調査よりも大きく下がっていたことであった。そうした結果を受け，文部科

学大臣による「すべての教科で国語力の育成を図るべき」という提起がなされ，そのことが，今回の改訂に

大きな影響力を与えることになった。その翌年1月に文部科学省は，指導改善の方向性を示している。特に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　率注16算数・数学に関しては，次の3点が示されている。

　①基礎的・基本的な計算技能の確実な定着や，数量・図形などの基本的な意味の理解を確実にすること。

　②数学的に解釈する力や表現する力の育成を目指した指導を充実すること。

　③実生活と関連付けた指導の充実を図り，数学について有用性を実感する機会をもたせること。

　そして平成17年2月に中央教育審議会に対し教育課程の基準全体の見直しについての検討が要請された。

それを受け，同年4月に第3期の中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会が発足し，同年10月に教

育課程に関する基本的なスタンスとして，「教育の目標を明確にして結果を検証し質を保証する」答申が提起
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ta　17された。その後同教育課程部会から，「審議経過報告」　　が公表され，学習指導要領改訂への方針が示され

た。この中では特に「理数教育の改善」が取り上げられ，その算数・数学教育の改善の方向も論じられている。

　また，平成19年8月に中教審教育課程部会の検討とは別途に，言語力育成協力者会議のレポート「言語力
　　　　　　　　　＊E　Is
の育成方策について」　　　が示され，その報告書では，言語力の育成について教育課程全体及び教科横断的

に述べられている。それと同時に，各教科・領域ごとの特質を踏まえた指導の在り方についてもそれぞれに

ついて述べられていて，算数・数学科については，次の事項が提言された。

　「算数・数学科では，算数・数学を活用して考えたり判断したりする活動に重点をおき。その活動がより

よく行われるよう，言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，筋道を立てて説明したり論理的に考えた

りして，自ら納得したり他者を説得したりする指導を行うことが大切である。また，予測や推測を生み出し
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それらを確かめたり，よりよい予測や推測をしたりするための指導を行うことも大切である。その際，帰納

的な考え方や類比の考え方，予測や推測を検証するための演繹的な考え方をはぐくむ必要があり，それらの

考え方をよりよく用いるために必要な言語力を身に付けさせることが期待される。例えば，事実の説明ある

いは理由や手順の説明の仕方を身に付けさせることなどである。なお，指導に当たっては，根拠を基にして，

ある事柄が「正しい」「正しくない」ということを明確に説明できるようにすることが期待される。」

　これらの提言は，中央教育審議会答申へと引き継がれている。すなわち，平成20年1月の答申においてば，

まず，「言語活動の充実」や「理数教育の充実」について一般的に述べ，そこでの例示として「算数・数学科

にかかわって，比較や分類，関連付けといった考えるための技法，帰納的な考え方や演鐸的な考え方などを

活用して説明する。」と示されていることが注目される。また，算数・数学科についての「改善の基本方針」

の中で「数学的な思考力・表現力は，合理的，論理的に考えを進めるとともに，互いの知的なコミュニケー

ションを図るために重要な役割を果たすものである。このため，数学的な思考力・表現力を育成するための

指導内容や活動を具体的に示すようにする。特に，根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや，

言葉や数，式，図，表，グラフなどの相互の関連を理解し，それらを適切に用いて問題を解決したり，自分

の考えを分かりやすく説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え合ったりすることなどの指導を充実する。」

と記述され，思考力・判断力・表現力にかかわる事項が，「言語活動の充実」に関連する事柄として位置づけ

られている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホは　19
　また，このことは全国学力・学習状況調査にも反映されていて，実施後の「解説資料」　　　で，記述式の

問題について，3種類の記述内容にかかわる問題を出題したと公表されている。すなわち，数量や図形，数

量関係を考察して見いだした事実を確認したり説明したりする「事実を記述する問題」，問題を解決するため

に見通しをもち，筋道を立てて考え，その考え方や解決方法を説明する「方法を記述する問題」，論理的に考

えを進めてそれを説明したり，判断や考えの正しさを説明したりする「理由を記述する問題」，の3種類であ

るとしている。このように前述の引用箇所に対応していることがうかがえる。

　また，小学校の「領域構成については，現行どおリ「数と計算」，「量と測定」，「図形」及び「数量関係」

とする。その際，言葉や数，式，表，グラフなどを用いた思考力・表現力を重視するため，低学年から「数

量関係」の領域を設けるようにする。」と述べられ，これらの考え方がそのまま新学習指導要領において実現

されていて，これらの事柄が新学習指導要領に色濃く反映されている。

　このような経緯を経て，最初に示したように新学習指導要領での「言語活動の充実」・「言葉の能力の育成」

に関する手だてがこうじられたことになる。今後，これらの経緯と趣旨をどのようにして生かす科，具現化

できるのかが課題である。

3　新しい学習指導要領で，小学校教科「算数」の目標はどう変わったか

　教科「算数」の目標は次のように改訂された。太字，下線の部分が今回追加，変更となった部分
新指導要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現指導要領

，数量や図形についてのi聾飽
　ts　こ、　，日常の事象に

ついて一一＿塁塁主互宜力亙自工るとともに，

な処理の長に気付き，進ムWWし

数量や図形についての算数的活動を通して，基
礎的な知職と技能を身に付け，日常の事象につ
いて見通しをもち筋道を立てて考える能力を育
てるとともに，活動の楽しさや数理的な処理の
よさに気付き，進んで生活に生かそうとする態

　新指導要領，教科「算数」の目標がこのように変わったが，これについて現指導要領との比較をしながら，

新指導要領の目指すもの，ねらいについて個々に考察する。

（1）「算数的活動」に関して

　先の学習指導要領の変遷で見てきたように昭和52年の改訂より，算数科の目標は一文で示されることと

なっており，今回の改訂においてもそれが踏襲された。そして今回の改訂では，算数科の目標は「算数的活

動を通して，……」のように算数的活動が冒頭にきていて「算数的活動を通して」がそのあとの文章全体に

かかっているという構造に変わった。

　また，「活動の楽しさ」であったものが，「算数的活動の楽しさ」のように，ただ単なる「活動」から，「算

数的活動」とより明確に示されている。これらは，先に述べた言語活動や体験学習の充実という今回の学習
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指導要領改訂の大きな柱の枠組みからきているものと考えられる。

　算数的活動については現指導要領ではじめて記述されたことであるが，学習指導の方法を目標にあげて，

算数の授業を教師中心，説明中心のものから，こども主体の活動が中心の授業に転換することを意図しで出

てきたものと考えられる。このことは，先の中央教育審議会教育課程部会で「数量や図形についての作業的

活動や体験的活動などを取り入れる授業が学校現場で次第に増えてきてはいるが，より多くの実践例を工夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊tt　2e
したり，活動のねらいをより明確にする必要がある」　　　と指摘されていることを受けて導入されたものと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊E21
考えられる。さらに，その後の審議会答申　　では，「基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けるとと

もに．数学的な思考力・表現力を高めたり，算数・数学を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするために，

重要な役割を果たすものである」と述べられていることからも分かるように，今回の改訂では，こども自身

が，より主体的に算数的活動に取り組むことを通して，学ぶことの楽しさを実感し，学ぶことの意義や有用

性を実感する授業を求めている。

　また，今回の改訂では，中学校数学科学習指導要領の目標においても「数学的活動を通して」という文言

が文頭に位置付けられている。（数学科では「数学的活動を通して」）このことにより．小学校・中学校9年

間一貫して，「算数的活動を通して」・「数学的活動を通して」が位置付けられことになる。これは，児童・生

徒の算数・数学の学習方法の原理として算数的・数学的活動が示されたことになる。それと同時に，算数的

活動・数学的活動を通すということ自体が今回「教科の目標」となっている。その意味で，これらの「学習

方法」は実現させるべき「教育方法」として目標に位置付けられたことになり，これは，我が国の今後の算

数・数学教育の基本的な在り方を示すものと思われる。

　算数的活動・数学的活動，すなわち「児童・生徒が目的意識をもって主体的に取り組む算数・数学にかか

わりのある様々な活動」のなかにある「目的意識をもって主体的に取り組む」とは，算数・数学について関

心意欲を持って「新たな性質や考え方を見いだそうとしたり，具体的な課題を解決しようとしたりすること」
＊注2z

　　に他ならない。そういった算数的活動として，以下に述べるような具体的な活動が考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まu
　第一には，「作業的・体験的な活動など身体を使ったり，具体物を用いたりする活動」　　　がある。とりわ

け実体験的，実感的な理解を得たり，技能を身に付けたりするためには大切な活動である。また，学んだこ

とを生活に応用するにあたって必要になる活動である。これらのことにより，楽しさやよさを感じさせるこ

ともできる。

　第二には，「算数に関する課題について考えたり，算数の知識を基に発展的・応用的に考えたりする活動」
硲注　24

　　　がある。考える力を育成するために，このような活動の経験を丁寧に蓄積していく必要がある。様々な

課題について考えることを通して知識や考え方を獲得し，獲得された知識や考え方を基に発展的・応用的に

考えることにより，算数を創り出すことができる。そのことにより，楽しさやよさを感じさせることもでき，

また，知識や考え方も確かなものとなっていく。発展的・応用的に考えることは，算数の学習の本質的な部

分である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Eas
　第三には，「考えたことなどを表現したり，説明したりする活動」　　がある。この活動は，次でも述べる

ように，とりわけ算数科の目標に新たに「表現する能力を育てる」ことが位置付けられたことから，今日的

に最も重視すべき活動となろう。また，このような表現したり説明したりする活動は，前述の具体物などを

用いる活動や，課題について考えたり発展的・応用的に考えたりする活動においても必ずかかわってくる表

裏一体の活動である。それぞれにおいても，表現したり説明したりする活動を大切にしたいものである。

　このように，算数的活動については，とりわけ算数科の目標で変更された「表現」と「活用」に関すると

ころに今後焦点をあてることが，今日的課題として求められている。

　次にこのように取り扱われている算数的活動は，新指導要領において，どのような位置づけとなっている

のかについて述べる。まず，A～Dの各領域とは別に算数的活動を「内容」として位置づけている。つまり，

算数的活動を充実させるために，算数的活動を指導内容として示すことにより，それらが必ず指導しなけれ

ばならないものとして位置付けられている。

　更に新指導要領上に示された算数的活動は，A～Dの各領域の内容を進める際に取り組ませたい活動の典型

的なもの，あるいは必要なものが「例えば～」というかたちで具体的に例示されている。特に，計算の意味

や計算の仕方にっいての算数的活動は，学齢，レディ＊．曇1“応じて「計算の意味や計算の仕方を，具体物を

用いたり，言葉，数，式，図を用いたりして表す活動」　　（1年）力凄2∫分数についての計算の意味や計算

の仕方を，言葉，数，式，図，数直線を用いて考え，説明する活動」　　　（6年）というように，こどもの
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発達とともに活動の質が高まっていくように示されている。このような趣旨を踏まえて，個々に例示された

活動を，学年進行に伴って活動の質が高まっていくようにとらえて指導するとともに，A～Dの各領域にわた

っての新たな活動も創意工夫し，結局のところ，それぞれの学校の実情，こどもの実態をふまえた教材とし

ての工夫・開発を通じてこどもたちの指導に当たっていくことが肝要なことと考える。

　（2）算数的活動を通じて，素地的な学習を蓄積する重要性と豊かな感覚の育成を図ることについて

　最近教育界では，小学校と中学校の接続ならびに連携について，それをどのようにして図っていくのかが

課題となっている。いわゆる「中1ギャップ」と言われている問題である。教科「算数」・「数学」について

もこの問題は例外ではなく，むしろ重要な課題となっている。この課題解決について考える際に，「算数的活

動」と「数学的活動」という用語が最も留意すべきキーワードであると考えられる。つまり，この二つの用

語の類似点と差異点を考察していくと，二つの学校種を結び付ける接続・連携についてのヒントが見えてく

る。すなわち，こどもたちは児童から生徒へと意識が変貌するなかで，学習内容は小学校算数から中学校数
学へと発展的に移り変わっていく。そうした学習者にとって，算数から数学への質的転換，すなわち彼らが，

直面する抽象性と厳密性に対する思考法の質的転換に対しての備え・下地として，素地的な学習の必要性と

豊かな感覚の育成という観点から，この問題について考察すると，数学的抽象性に対する備えとして最も効

果的な指導方法は，具体物を用いた算数的活動を通して．抽象的な思考のための素地的な学習を学習者にで

きるだけ多く蓄積させることである。例えば，算数・数学の基盤としての四則演算の学習についても，それ

を通して，個々の数がもっている性質にっいて理解させること，つまりは，数に関する認識を深め，センス
を磨くということである。あるいは，図形にっいての学習においても，もののかたちについてその具体物に

触れることで平面図形あるいは立体図形の性質について，まさに身をもって感じさせることが図形に対する

認識，べ一スとなっていくのである。われわれは，具体的なイメージを100％排除した抽象的な思考を行うこ

とはできないし，それは意味のないことなのかもしれない。つまり，数学という抽象性の高い学問でも，そ

の思考を支える具体的なあるいは索朴なイメージがなければ，私たちの思考は有意味には発展していかない

ものである。その意味で，算数の学習を進める中で．抽象的な思考の支えとなる具体的な経験が不足してい

たとすれば，中学校数学において，つまり教科の抽象性を高めていく指導過程で，こどもたちの多くは困難

に直面することになってしまう。例えば，文字式の導入では，こどもたちは，ただ単にx十yという表記の
困難さに直面するのではない。つまり，口十△という表記がx十yに変わったことに対する難しさではなく，

　x十yという表記に込められた数学的な抽象化・一般化のアイデア，スマートさ，奥深さについての認識を

如何に獲得できるのかに懸かっているのかもしれない。つまり，7十3，0．4十1．8，1！2十2！3，5十（－

3）などという多様な数とその演算の世界を包括しているx十yという表記への転換によって，こどもたち
が，算数科セ扱ってきた個別の問題，場面が一般化され広げられたことに困惑することがないように，小学

校段階では，そういった認識を獲得するためのレディネスとしてx十yという表記の意味を具体的に支える

様々な問題，場面を経験させておく必要がある。っまりそうした具体的なイメージの蓄積としての経験によ

り，抽象化（＝共通の特性を抜き出し，他を捨象する）という考え方が，個別の算数の知識を結び付け統合

することであるという認識をもたせることになる。

（3）「基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け」るということについて

　現指導要領から，ほぼそのまま引き継いでいる箇所で　数量や図形にっいての基礎的・基本的な知識・技

能という用語には，意味や概念，原理や法則などが包含されている。また，算数・数学で用いられる言葉，

用語，記号，数，式，図，表，グラフなどを用いて分かりやすく簡潔に表現したりする方法や，用具を用い

て量を測定したり図形を作図したりする方法も含まれる。「身に付ける」とは，「数量や図形の意味をとらえ，

納得できるよ長§iすることであり，また，生活や学習の場面で目的に応じて適切に使っていけるように身に

付けること」　　である。

　こうした，基礎的・基本的な知識・技能を身に付けることについては，今日的には，中央教育審議会答申
にある「教育の目標棚確にして結果を検乱質を保障するJ　IE　2Pという理念のもと，課題を明確にし指導

の改善を進め，特に基礎的・基本的な知識・技能についての理解を十分に達成できるようにしていくことが

必要とされている。

（4）「見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育てる」ことについて

　従来から算数科の目標に掲げられている章£鰯首を立てて考える」とは，「既習経験や既習知識を生かし，根

拠を明らかにしながら思考を進めていく」　　　ことといえる。例えば，いくつかの具体的な例に共通する一

般的な事柄を見いだすという「帰納的な考え方」，既習の内容との類似性に着目して新しい事柄を見いだすと

いう「類推的な考え方」，すでに正しいことが明らかになっている事柄を基にして別の新しい事柄が正しいこ

とを説明していくという「演繹的な考え方」など，算数・数学の基盤となっている考え方に着目して思考を
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進めていくことであり，そういった思考方法に馴染ませることを意味している。そしてそれに習熟させるこ

とを通じて，自分の判断の根拠を他人に説明する能力としてのプレゼンテーション能力が育成される。そう

いった事柄を踏まえたうえで今回の改訂で目標に，表現力を付け，コミュニケーション能力を高める「表現

する能力」という文言が追加された。筋道を立て，論理的に考えを進め，互いにコミュニケーションを図る

上で，表現力は重要な役割を果たす。これまでにも，思考力・判断力・表現力を育成することは我が国の学

校教育において重視されてきたことである。しかしながら，先述のPISA調査等の国際的な学力調査等に
よって我が国の児童の思考力・判断力・取り分け表現力についての課題が明確になった。そのような実情今

日的な課題に応えるために，目標に「表現する能力」が新たに位置付けられ，指導内容の改善も図られた。

ここで「表現する能力」とは，「表す」，「読み取る」，「説明する」，「伝え合う」などの諸活動ができる能力の

ことをいう。このような力を，先ずは「ことば」による表現活動とともに，「書くこと」記述による表現活動

においても育成する必要がある。

　そのため，言葉，数，式，図，表，グラフなどのそれぞれの特徴と相互の関連を理解し，それらを適切に

用いて問題を解決したり，自分の考えを分かりやすく説明したりするプレゼンテーション能力や，互いに自

分の考えを表現し，伝え合ったりするコミュニケーション能力が求められている。そのため，今回これらの

手段を用いて思考力・判断力・表現力を今以上に身に付けさせるため，小学校1年，2年の低学年から「数
量関係」の領域が新たに設置されることとなった。算数的活動や体験したものを数学的に表現したり，逆に，

数学的に表現されたものを算数的活動や体験によって確かめたりするなどの双方向の学習も，理解を確かな

ものにしたり，深めたりすることにつながることと考えられる。さらに，今回中学校数学科の目標にも「事

象を数理的に考察し表現する能力を高める」というように，表現する能力が新たに位置付けられたことによ

り，義務教育9年間を通して強調されたものとなっている。

　そして，今回の改訂の強調点でもある「言葉，数，式，図。表，グラフなど」を，「思考の道具」として用

いることができるようにするとともに，「説明の道具」として用いることができるようにすることとしている

ことに留意したい。

（5）「算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさ」について

　　「楽しさ」とか「よさ」について，これらの目標は，情意面についての目標である。教科の目標として認

知面だけではなくこうした情意面に関しても目標を設定している。「楽しさ」と「よさ」という二つの情意に

ついて考察してみると，「楽しさ」とは，「好き」とか「嫌い」，「楽しい」とか「つまらない」，などの情緒に

関するものである。そしてここでは，算数的活動の楽しさを実感することそのものが目標として位置付いて

いる。「楽しさ」については，「分かった」「できた」という達成感・成就感による楽しさだけではなく，算数

的活動の過程・プロセスでいろいろと考えることの楽しさ，さらに，思考を広げたり発展させたりするなか

での楽しさや，さらには，自分で考えたアイデアを，表現したりお互いのアイデアを伝え合ったりすること

の楽しさも実感させていきたいものである。

また，楽しさは，算数学習における典型的で重要な情緒として示されているが，それだけではなく，「不思議

だ」（問いや規則性を発見する感覚），「なるほど，そうか」（納得感）といった「おもしろさ」としての情緒

も実感させていきたいものである。

　「よさ」とは，この場合認知面とも関わっての「よさ」の実感であると考えられる。

　事象を数理的にとらえるということは，事象を算数・数学的に抽象化することを意味し「事象の中に含ま

れる数，量，図形などの要素に着目したり，変化や対応などの関数の考え勺h書象を明確にするなどの集合

の考えなどの数学的な考え方に着目したりして，考察し探究していくこと」　　　である。また，よさに気付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばs2くとは，「算数の価値や算数を学習する意義に気付くこと」　　である。そして，そのような「よさ」につい

ては，知識・技能にかかわるよさ，考え方や表現の仕方にかかわるよさなど，算数・数学の独特の論理，ア

ルゴリズムによるスマートさとしての「よさ」がある。とりわけ，今回の改訂で「表現する力」が目標とし

て位置付けられたことから，表現することの「よさ」や表現の仕方の「よさ」についても児童に気付かせ実

感させることで，算数，算数的活動の楽しさを実感させたい。

（6）「進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる」ということについて

　今回の改訂では，基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けることとともに，身に付けた知識・技能

を活用していくことを重視している。そうした活用・活用力が強調されることになった背景としては，先に

述べた教育課程実施状況調査や全国学力・学習状況調査，国際的な学力調査によると，日本のこどもは基礎

的な計算技能の定着については低下傾向がみられなかったが，身に付けた知識・技能を実生活やその後の学
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習等で活用することが不十分だという状況がみられたことがある。また，意識調査では，「これまでの問題が

解けない児童生徒に加えて，解けるが，算数・数学は好きではない。」という算数・数学で学ぶ内容に興味，

関心のあるこどもたちの割合が国際平均値より低く，数学の学習に対して不安を感じる生徒の割合が高かっ
たという結果が出た．“e　’s ｱれらの実態から，算数．数学を実生活で活用したり，学習する意義や有用性を

実感する機会をもたせる指導の必要性が強調されることとなった。すなわち，改訂された目標では，「生活に

生かそうとする」（現指導要領）が「生活や学習に活用しようとする」（新指導要領）に改められた。「学習」

という文言を追加，明記することによって，身に付けた知識・技能をさらなる学習へと活用しようとするこ

とを重視している。さらに，中学校数学科の目標においても「活用して考えたり判断したりしようとする」

というように，「考えたり判断したり」することが新たに位置付けられ，「活用」の程度を高めた記述となっ

ている。なお，ここで「活用」という言葉は，生活や学習へと活用していくというように広い範囲で用いら

れている。生活や学習に活用するとは，身に付けた知識・技能や数学的な考え方は，生活の中で直面する問

題を解決する際に生かされてこそ意味をもつものとなる。

また「学習」というのは，日常生活や社会生活だけでなく，次学年での算数学習や他教科など広範囲の学習

場面が想定され，そこでの活用が，次の知識・技能を獲得する基盤となる様々な課題に直面したときに，問

題解決のための構想を立て，実践し，自己評価し，改善する力も「活用」といえる。

おわりに

　　「不易と流行」という言葉がある。算数・数学教育においても、そういった視点で捉えてみると「流行」

として位置づけられる事柄、つまりその時代・社会の変化を捉えそれに対応して学習内容と学習理論・教育
方法についての重点の置き方を変えていく部分と、「不易」の部分、つまり算数・数学教育の根幹に関わる部

分で、学問としてプロパーでプリンシプルな部分とがある。それらについて、要は「流行」としての、その
時代・社会のニーズに応えながら、「不易な部分」としての教科として、更には「学問領域」としての数学を

どこまで、どうこどもたちに伝えるのか、ということに尽きるものと考える。

　本稿では新指導要領のもとでの教科「算数」についての考察その1として，戦後の指導要領の変遷につい

て一瞥し，現指導要領の位置づけをもとに改訂された新指導要領についてその改訂の経緯，社会的な背景を

もとに考察した。そして新指導要領の教科「算数」の目標について，現指導要領のそれとの比較をしながら

改訂の趣旨を踏まえながら，その特徴，ねらいにっいて述べた。

　戦後我が国において実践されてきた「算数・数学教育」はその時々の時代背景や社会状況を反映させるか

たちで紆余曲折，問題・課題はあるにせよある程度の成果をあげるかたちで推移してきたように思われる。

その成果とは，もう少し精確に述べるならば，算数・数学を学んだカとしての学力あるいは学力水準は上位
群に位置してきた。しかし，ここにきて「学んだカ」どれだけの知識・技能を身につけたのか，としての学

力ではなく，それらを今後の学習や生活にどう活かせるのか，どう活用できるのかといった「未来に生きて

働く学力」としての「学ぶ力」としての学力の育成，いわゆるPISA型学力をの育成どのようにして図っ

ていくのかが，課題となっている。教育内容の検討，教育方法，教育心理学の導入によって解決を図る，い
わば，トータル的なストラテジーの実践による課題解決を指向していくことが必要であろう。
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